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下
川
町
に
お
け
る
森
林
療

法
は
、
下
川
町
森
林
組
合
の

ト
ド
マ
ツ
精
油
の
商
品
開
発

に
端
を
発
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
、
林
業
雑
誌

の
森
林
療
法
の
記
事
に
強
い

関
心
を
持
っ
た
奈
須
氏
（
現

森
の
チ
カ
ラ
で
人
を
癒
す

　
　

し
も
か
わ
森
林
療
法
協
議
会
の
取
り
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
生
活
代
表

・
し
も
か
わ
森
林
療
法
協
議

会
会
長
）が
中
心
と
な
っ
て
、

下
川
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究

会
に
自
然
療
法
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
自
然
の
力
で
健
康
を
維

持
、
回
復
す
る
活
動
に
つ
い

て
議
論
。
森
林
や
ト
ド
マ
ツ

オ
イ
ル
、
温
泉
を
利
用
し
た

療
法
を
研
究
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

総
勢
十
一
名
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
調
査
・
研
究
が
行
わ

れ
た
結
果
、
平
成
十
六
年
度

に
は
関
係
機
関
、
団
体
等
の

協
働
に
よ
る
町
全
体
の
取
り

組
み
に
発
展
し
、
平
成
十
七

年
に
は
産
・
官
・
学
協
働
に

つ
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

①
地
形
療
法
グ
ル
ー
プ
＝
森

林
散
策
を
実
践
と
し
て
、
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
対
策
の
取
り
組
み
。

月
四
回
の
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
中
で
自
律
神
経
バ
ラ
ン

ス
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

北海道の「健康を考える観光」拠点づくりを目指したイムノリゾート構想

―思いを持った人の輪が新しい北海道観光を創造する―
西村　孝司　

▼

ミ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
　
　
　
　

（
札
幌
市
）

　

青　

山　

千　

景
さ
ん

　

坂　

本　

佳　

子
さ
ん

　

中　

田　

菜
々
子
さ
ん

　

▼

ミ
ス
ツ
イ
ン
ク
ル（

札
幌
地
区
）

　

岡　

村　

陽　

子
さ
ん

　

上　

村　

あ
か
り
さ
ん　

　

飯　

森　

麻　

衣
さ
ん

　

大　

塚　

文　

英
さ
ん

療
育
グ
ル
ー
プ
の
実
践
風
景（
上
）

森
林
散
策
風
景（
地
形
療
法
＝
右
）

会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま

れ
て
い
ま
す

②
植
物
療
法
グ
ル
ー
プ
＝
ト

ド
マ
ツ
オ
イ
ル
等
を
利
用
し

た
病
院
、
福
祉
施
設
で
の
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
実
践
研

究
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
作
成

研
修
を
開
催
。

③
子
ど
も
の
森
グ
ル
ー
プ
＝

幼
児
を
対
象
と
し
た
森
林
体

験
の
実
践
。
講
習
会
の
実

施
。

④
森
林
療
育
グ
ル
ー
プ
＝
知

的
障
害
者
と
と
も
に
森
林
体

験
を
実
践
。

よ
る
「
し
も
か
わ
森
林
療

法
協
議
会
」
の
設
立
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
森
林
を
活
用
し

た
療
法
を
中
心
に
各
種
療

法
の
研
究
、
実
践
を
行

い
、
町
民
や
都
市
住
民
の

健
康
づ
く
り
の
事
業
を
進

め
、
森
林
の
ま
ち
下
川
と

し
て
森
林
保
養
地
の
形
成

を
目
指
し
動
き
始
め
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
六

づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う

取
り
組
み
が
、
着
実
に
浸
透

し
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
さ
ら
な
る
地

元
の
人
材
育
成
と
都
市
と
の

連
携
の
充
実
に
よ
り
、
下
川

町
と
い
え
ば
森
林
保
養
地
と

い
っ
た
時
代
が
や
っ
て
く
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

内
外
を
問
わ
ず

多
く
の
方
々
に

下
川
町
の
森
林

の
恵
み
を
全
身

で
感
じ
、
健
康

⑤
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
＝
森
林
養
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
森
の
ア
ロ
マ
ツ
ア
ー
な
ど

都
市
住
民
の
森
林
・
温
泉
ツ

ア
ー
の
実
施
。

⑥
森
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
グ
ル
ー

プ
＝
森
林
と
関
わ
る
人
材
育

成
講
座
の
開
催
。

　

以
上
の
活
動
に
よ
り
、
町

②下川町

御
研
究
所
の
小
生
の
研
究
室

に
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
さ
れ
、

「
君
の
仕
事
は
素
晴
ら
し

べ
ら
れ
、
激
励
し
て
く
れ

た
。
戸
田
会
長
は
「
世
の
中

を
変
え
よ
う
と
思
う
も
の

は
、
自
ら
動
く
べ
し
。
北
海

道
の
開
拓
は
ま
だ
終
わ
っ
て

は
い
な
い
」
等
と
良
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
通

り
に
自
ら
行
動
さ
れ
て
い
た

熱
い
、
偉
い
方
で
あ
っ
た
。

　

木
古
内
町
札
苅
出
身
の
道

産
子
と
し
て
、
勿
論
、
自
分

の
研
究
を
北
海
道
の
活
性
化

に
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
訳

で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
も

す
れ
ば
、
一
流
雑
誌
に
論
文

を
発
表
す
る
こ
と
の
み
を
至

上
の
喜
び
と
感
じ
る
普
通
の

研
究
者
の
一
人
だ
っ
た
だ
け

に
、
戸
田
会
長
の
激
励
は
小

生
を
「
研
究
成
果
を
北
海
道

の
活
性
化
に
も
繋
げ
る
」
と

い
う
思
い
を
一
層
か
き
立
て

る
契
機
に
な
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

　

免
疫
を
北
海
道
の
活
性
化

に
繋
げ
る
糸
口
が
小
生
の
中

に
全
く
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
小
生
が
専
門

と
す
る
免
疫
バ
ラ
ン
ス
の
破

綻
に
よ
っ
て
、
先
進
国
で
の

み
で
年
々
増
え
続
け
て
い
る

ア
レ
ル
ギ
ー
人
口
の
増
加
問

題
と
北
海
道
活
性
化
を
結
び

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

北
海
道
に
は
道
南
を
除
い

て
ス
ギ
が
殆
ど
生
息
し
な

い
。
従
っ
て
、
花
粉
症
の
時

期
に
北
海
道
観
光
に
訪
れ
れ

ば
、
全
国
に
２
０
０
０
万
人

以
上
い
る
と
言
わ
れ
る
人
々

は
と
て
つ
も
な
い
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
２
年
前
か
ら

上
士
幌
町
の
竹
中
貢
町
長
と

共
に
実
施
し
て
き
て
い
る
花

粉
症
疎
開
ツ
ア
ー
を
思
い
つ

い
た
時
で
あ
り
、
免
疫
学
者

と
し
て
自
分
の
能
力
を
北
海

道
の
活
性
化
に
も
還
元
で
き

る
と
知
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。

日
本
で
ス
ギ
が
な
い
の
は
、

北
海
道
と
沖
縄
、
奄
美
大
島

の
み
で
あ
り
、
他
都
府
県
で

し
た
く
て
も
で
き
な
い
、
何

も
準
備
し
な
く
と
も
他
地
域

と
の
差
別
化
が
で
き
る
北
海

道
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

と
な
る
。
２
〜
４
月
に
し
か

実
施
で
き
な
い
ス
ギ
花
粉
疎

開
ツ
ア
ー
を
契
機
に
、

「
食
」、「
健
康
」、「
環
境
」、

「
観
光
」、「
医
療
」
を
横
断

的
に
結
び
つ
け
た
社
会
基
盤

を
構
築
で
き
れ
ば
、
や
が

て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
は
通
年

的
な
北
海
道
観
光
に
な
り
得

る
イ
ム
ノ
ヒ
ー
リ
ン
グ
ツ
ア

ー
に
も
結
び
つ
き
、
北
海
道

の
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
活
性

化
や
地
域
再
生
に
も
繋
が
っ

て
行
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

い
た
。

　

戸
田
会
長
が
よ
く
口
に
し

た「　

世
紀
の
北
海
道
開
拓
」

２１
に
も
匹
敵
す
る
イ
ム
ノ
リ
ゾ

ー
ト
構
想
展
開
の
シ
ナ
リ
オ

は
小
生
の
頭
の
中
で
か
な
り

前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は

机
上
の
夢
で
、「
夢
が
実
現

で
き
な
い
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク

を
考
え
る
こ
と
に
は
長
け
、

夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
を
忘

れ
た
人
々
」
に
は
理
解
し
て

も
ら
え
な
い
、
実
現
が
困
難

な
構
想
で
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
重
要

性
や
イ
ム
ノ
リ
ゾ
ー
ト
構
想

の
話
を
戸
田
会
長
の
薦
め
で

道
経
連
理
事
会
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
「
こ

れ
で
い
い
、
北
海
道
の
将
来

だ
」
と
お
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ

た
人
は
、
北
洋
銀
行
武
井
正

直
前
会
長
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
お
二
人
の
お
陰
で
、

小
生
は
今
、
学
者
の
本
分
で

あ
る
学
問
と
共
に
、
イ
ム
ノ

リ
ゾ
ー
ト
構
想
実
現
へ
向
け

て
の
行
動
を
異
分
野
の
「
思

い
を
も
っ
た
」
多
く
の
方
々

の
協
力
の
も
と
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
幸
せ
に
巡

り
会
え
て
い
る
。

　

３
番
目
に
「
イ
ム
ノ
リ
ゾ

ー
ト
構
想
は
な
か
な
か
良
い

発
想
だ
ね
」
と
言
っ
て
く
れ

た
の
は
、
北
海
道
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
松
田
一
敬

社
長
、
そ
し
て
、
４
番
目
に
、

偶
然
、
○
寿
司
で
出
会
い
、

小
生
の
提
唱
す
る
ス
ギ
花
粉

疎
開
ツ
ア
ー
に
よ
る
北
海
道

観
光
の
活
性
化
に
賛
同
し
て

く
れ
、
そ
の
実
践
の
契
機
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
の
は
、

今
、
夕
張
再
生
を
請
負
、
イ

ム
ノ
リ
ゾ
ー
ト
構
想
も
そ
の

柱
に
掲
げ
て
く
れ
て
い
る
加

森
公
人
社
長
と
総
務
省
地
域

再
生
マ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
で
イ

ム
ノ
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
町
の

基
本
施
策
と
し
て
打
ち
出
し

て
く
れ
た
竹
中
貢
上
士
幌
町

長
で
あ
る
。

　
「
健
康
を
考
え
る
観
光
」の

実
現
に
は
、
検
査
業
界
と
の

結
び
つ
き
も
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
点
で
は
、「
健
康
バ

イ
オ
産
業
活
性
化
の
た
め
の

治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
北
海

道
に
」
と
い
う
小
生
の
提
言

を
当
初
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て

下
さ
っ
た
、
大
手
検
査
会
社

Ｓ
Ｒ
Ｌ
経
営
顧
問
で
日
本
衛

生
検
査
所
協
会
、
赤
石
清
美

専
務
理
事
と
の
出
会
い
は
大

き
い
。
さ
ら
に
、
現
在
で

は
、
日
本
観
光
協
会
中
里
常

務
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
清
水
常
務
、
橋

本
聖
子
参
議
院
議
員
、
吉
沢

元
副
知
事
、
坂
本
Ｊ
Ｒ
会

長
、
石
森
秀
三
北
大
教
授
な

ど
多
く
の
人
々
の
助
け
で
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
健

康
を
考
え
る
観
光
（
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
北
海
道
拠

点
の
構
築
を
目
指
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
イ
ム
ノ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
立
す
る
に
至
っ
て

い
る
。

　
「
思
い
を
持
っ
た
人
の
心

は
、
思
い
を
持
っ
た
人
が
理

解
し
て
く
れ
、
思
い
を
持
っ

た
人
の
輪
が
新
た
な
未
来
を

創
造
す
る
」
と
い
う
小
生
の

信
念
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
最

近
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
実

感
し
て
い
る
。

　

体
内
環
境
の
正
常
化
を
目

指
し
た
イ
ム
ノ
リ
ゾ
ー
ト
構

想
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め

に
は
、
よ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
取
り
組
み
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、

免
疫
学
者
で
あ
る
私
に
は
、

「
免
疫
保
養
地
構
想
」
を
か

な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ

て
世
の
中
に
発
信
さ
せ
る
自

信
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
北

海
道
の
活
性
化
に
繋
が
る
と

今
で
も
信
じ
続
け
て
き
て
い

る
。

　

そ
の
思
い
を
初
め
て
理
解

し
て
く
れ
た
人
物
は
、
今
は

亡
き
、
戸
田
一
夫
元
道
経
連

会
長
で
あ
っ
た
。
北
大
、
札

医
大
、
旭
医
大
を
中
心
と
す

る
次
世
代
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
研

究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
誘
わ

れ
、
小
生
が
２
〜
３
分
の
自

己
紹
介
の
中
で
、「
環
境
破

壊
と
共
に
今
、
ヒ
ト
体
内
環

境
、
特
に
免
疫
バ
ラ
ン
ス
が

破
綻
し
始
め
、
そ
の
現
れ
と

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
で
、

抵
抗
力
の
弱
い
子
供
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。
食
生
活
な

ど
の
生
活
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
、
生
ま
れ
て
か
ら
小
学

生
に
な
る
ま
で
に
免
疫
抵
抗

力
が
完
成
で
き
な
い
子
供
が

半
分
も
い
る
。
少
子
高
齢
化

問
題
に
加
え
て
、
虚
弱
化
時

代
が
大
問
題
に
な
る
」
と
い

う
内
容
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、

翌
日
、
戸
田
会
長
は
黒
塗
り

の
車
で
、
北
大
遺
伝
子
病
制

い
、
北
海
道
の
た
め
に
な
る

し
、
子
育
て
問
題
に
も
重
要

だ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
述


